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表 紙 の 説 明

「おばあちゃんの原宿」といわれている巣鳴地蔵通りにある高岩寺は 「とげぬき

地蔵」と呼び親しまれて、高齢者が大勢参拝に訪れている⑤自分の病んでいる箇

所を、お地蔵さんに水を掛け清めると御利益があるといわれ、平日でも行列が出

来るほどである。境内には、有名な耳かきの店があり愛用者も多いといわれてい

る。商店街は、生活雑貨用品が中心で、半天やモンペなどが並び、高齢者の 「人

出が多く、にぎわいがあり元気が出るJと いっていた。巣鴨は今や高齢者の癒し

の場といった感がある。

表紙の題字は杉 山 六郎会員 (昭24専舶 )
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第22回 多賀工業会東京支部総会開催のご案内

1口日 時

2口場 所

3日会 費

4口講 演

5,懇親会

6,お願い

7 .お問い合わせ先

近江 義勝 (昭28電気)

TEL 03-3811-3411または7088

平成 14年10月19日 (土)午 後3時から

東條 インペリアルパレス (右図参照)

東京都千代田区麹町1-1 2

電話 03- 3 2 6 5 - 5 1 1 1

交 通 :営同半蔵門線半蔵門駅下車3番

出日より徒歩3分

都バス:JR四ツ谷駅 (麹町口)より晴海

埠頭行03系統乗車・半蔵門下車徒歩2分

10, 0 0 0円

(当日受付にて徴収します)

(午後4時～5時 まで)

演 題 「発展途上国への国際協力」

講 師  元 東京消防庁人事部長

元 (財)日 本消防設備安全センタ
ー

特別参与国際協力部長

荒川 宣夫 氏 (昭23通信)

午後5時15分～7時ごろまで)

出欠の返事は10月1国十火|までに同封のハガキにてお願いし

なお、出席できない方は、お手数でも同封の振込用紙にて、

をお振込みくださるようお願い申し上げます。

ます。

年会費2,000円

翻占魯翻

留占畳  1番
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東京支部長挨拶 (第21回総会に当って)
渡辺 益男 (昭19専精)

昭和19年精密機械科卒業の渡辺です。

本日は、東京支部第21回総会をこのようににぎにぎしく迎えることができました。

ご来賓として本部理事長を始め、各支部代表の方々に多数ご臨席いただき誠に有難う
ございました。

この21年間は、前期10年間力激子況期で、残り10年がバブル崩壊といわれる長期不況で、お互
いに苦労

の多い年が続きましたが、このように元気でお会いすることができ、何よりの喜び
でございます。

折角このようにお会いできました今、許された時間を大いに懇親のチヤンスに利用して
いただきたい

と思います。この後の講演は、34年卒宇都宮大学秋山先生のお話で、時宣を得た演題と楽しみにし
てお

ります。

多賀工業会各支部は、各地で支部結成がすすめられておりますが、
/EX国的には、未だ数が不足しております。

そんなことから、卒業生から時として、自分がどの支部に所属するのかわからな
いと耳にすることがあ

ります。同窓生の親睦は、支部の有無が問題でなく、同窓生お互がチヤンスある毎に親睦を深め会う
こと

が大切と考えます。支部所属などこだわることなく、仲間を誘い合って会を盛んにした
いと思います。

なお、この会場は原動昭和18年卒東條社長が亡くなられた後も、このように色
々と御好意を戴いてい

ることを申し添え、東條会館への謝意を申し上げたいと思います。

以上で、私の挨拶は結びと致します。本日は本当に有難うございました。

(1〉



第21回東京支部総

近江 義勝 (昭28電気)

第21回東京支部総会は平成13年10月6日(上)東條会

館新館(インペリアルパレス)5Fで総会、講演会、懇

親会とスケジュ
ール通り行いました。今年の幹事は

取り決め通り31年卒の方々に全てお願い致しました。

総会、講演会の総合司会に山山争慎
一郎氏(31原動)、懇

親会は葛西四郎氏(31電気)にお願いし無事終了致し

ました。会員の出席は約70名、残念ながら年々減少

しております。

来貧として本部より舛井理事長(37電気)、水戸勝

田支部山本前支部長(20通信)、中部支部本告支部長

(22電気)、埼玉支部原田支部長(23機械)、仙台支部矢

沢副支部長(28電気)、栃木支部小沼支部長(30機械)、

千葉支部高橋支部長代理(35金属)、静岡支部高回支

部長代理(37機械)の出席を賜わりました。総会は渡

辺支部長(19専精)の挨拶に始まり来賓代表として舛

井理事長から国立大学法人化問題についての成行、ま

た宇都宮大学工学部秋山教授(34原動)|ヨよ「地域に根

ざした世界に通じる活動を求めてJと題し、非常にユ

ニークな講演で同窓生
一同深く感銘いたしました。

懇親会は、各支部ご出席の皆様の紹介に始まり、懇

談も非常に妖やかでそれぞれ旧交を暖め校歌、寮歌、

過遥歌と進んだ頃は最高頂に達しました。

最後は渡辺貢氏 (26原動)の閉会の辞で19時少し過

ぎた頃、来秋の再会を誓いつつ無事終了しました。

生
日
報△
ム

多賀工業会千葉県支部

は、千葉県
/‐tl_Hkの同窓生の

集まりで名簿上で1,600名

弱です。支部の活動は毎年

2回の会報で伝えます。黒

白印刷で安直ですが、唯只

管読んで貰えることに執念

を燃やして編集しています。

これまでは
“
1人100行の

原稿
"を いただきましたが、

・
100人に1行の便り

"

を載せてることもその具体例です。また、毎号必

ず貴重な会費の収支は報告いたします。支部の財

布は几帳面な金庫番がしっかり管理してます。

年1回の総会々場は県内主要都市で開催するので

その際総公々場を中心に 「無音の同窓Jに 会報を

送ります。これらの人を含めて発送数は毎同700通

前後です。毎年10名程度の同窓生が気が付いてく

れました。この時が一番感激します。辛い事など

ふっとびます。同窓生の家族 ・友人達の参加を歓

迎する支部独自の行事を躊躇進巡、選択しながら

立ち上げ、早いもので5年も経過しました。

a。新年会 年 1回 正 月 。第二日曜日。

b 囲 碁同好会 年 4回

c.ゴ ルフ同好会 年 3回 :四支部対抗戦

囲碁 ・ゴルフは東京支部や埼玉支部にお世話に

なっております。今後ともよろしく。

d.俳 句コンクール 年 2回 外 に吟行会。

最近では自発的投句が漸増してます。折角の

「想い」を「五 ・七 ・五Jに 粒々辛苦、推敲する。

ロマンを満喫 ・技術の向上で慣れ親しむ人が多

くなったのでしよう。

千葉支部は年2回の会報発行で活動強化はかる

三 幣  正 人 (昭24専機 )

c 史 跡 ・万歩会

既に25回を無事終了して26回日以降の目的地

を選定、下準備に懸命です。史跡巡リバス旅行

第1回目 久 留里城
一大多喜城

一笠森観音。

第2回目 関 宿城
一将門伝水地

第3回日 香 収一碇島を予定 ・準備進行中:

盛夏に行うため細心の気配りが必要です。

金ての行事は担当する幹事の
一層の努力の賜物

だと真摯に受け止め感謝しています。

支部のもう
一つ大事な集まりが幹事会です。

f 幹事会 定 例は年6回、奇数月第2日曜日。

支部運営の基本等について忌憚ない意見交換と

事務処理を行つています。
“
足代
"の
みの支給に拘

らず万障やり繰りし多数の幹事さんが参加します。

エッ !母校が統合 され消滅 |

意識改革による小さな政府 ・回政全般の聖域な

き構造改革 (骨太の方針)で 国立大学改革が進行

しています。①国立大学の再編統合の推進、②国

立大学の法人化、③競争原理を導入して第三者で

審議評価して2004年に移行と文部科学省は目論ん

でいます。独自で作成した日標計画と実行の推移

を専門分野の評価 ・財政分野の評価で
“
存続 ・民

営化 ・廃止
"を
査定するという。この制度を母校

はどのように受け止め対応しているのか、母校で

よく聞いてイラッシヤイ。同窓会は 「身漬く屍」

じゃない 「墓誌Jに 刻まれた極楽浄土行きなどと

突然いわれては、寂しい悔しい残念至柾です。ノ
ーテンキ爺さん頼みまっせ !

幹事の口調は何時に無く厳しい。

(2〉



平成13年度 多賀工業会東京支部会計報告
(平成13年4月 1口～平成14年3月31日)

収入の部 金額 (円) 支出の部 金額 (円)

前期よりの繰越金

本部援助金

総会会費

工専20名大学41名(女性2名)

寄付 秋 山講師

年会費 249名分286回

会議費 個 人負担分

広告料 3社 分

1 5 0 , 0 7 6

2 5 0 , 0 0 0

6 0 0 , 0 0 0

5 0 , 0 0 0

5 7 2 , 0 0 0

5 4 , 0 0 0

1 5 , 0 0 0

第21回総会開催費

懇親会費

講師謝4し

後納郵使料 (出欠阿符ハガキ)

土た代、出席者名簿作成費

会報製作費

印刷裂本・ハガキ、封筒代

宛名シール作成 ・発送費

会議費

幹事会5回延べ32名

旅費 ・交通費

千葉、埼玉、仙台、中部、日立支部へ出席

振込手数料 年会費納入他

事務用品 東京支部印作成他

通信費

慶弔費 弔 電 槌田先生他2名

ゴルフ同好会補助

雑費

次期繰越金

4 9 2 , 3 2 7

5 0 , 0 0 0

1 9 , 7 6 0

2 1 , 1 8 0

4 5 5 , 7 0 0

1 8 5 , 5 6 7

583.267

641 267

1 3 7 , 7 4 8

9 9 , 9 0 0

1 7 , 3 5 0

5 , 8 4 4

7 , 9 2 0

7 , 5 4 9

1 0 , 0 0 0

3 , 1 8 0

1 7 7 , 0 5 1

△
計 1,691,076

△ 一言
日 1,691,076

上記の通り相違ない事を認めます。

平成14年 3月 31日
会言+4系  溝 口 知昭

0

監 査   近 江 義勝
運動

平成14年度 多賀工業会東京支部予算案
(平成14年4月1日ヽ平成15年3月31H)

収入の部 金額 (円) 支出の部 金額 (円)

前期よりの繰越金

総会会費 80名分

年会費 2000×300名分

広告料

本部援助金

1 7 7 , 0 5 1

8 0 0 , 0 0 0

6 0 0 , 0 0 0

3 0 , 0 0 0

2 5 0 , 0 0 0

第22回総会開催費

懇親会費

講師謝礼

出席者名簿作成賛

第5号 会報発行費

印刷製本 ・封筒代

会報発送費

会議費

予備費 出 張旅費、雑費等

7 0 0 , 0 0 0

5 0 , 0 0 0

5 0 , 0 0 0

5 0 0 , 0 0 0

2 0 0 . 0 0 0

800,000

7 0 0 , 0 0 0

1 0 0 , 0 0 0

2 5 7 . 0 5 1

ハ
計 1,857,051 ハ

計 1,857,051



槌田先生の思い出
柳沢

かねてから病気療養中

の槌田先生には菜石効果

無 く平成 14年 1月 19日

(土)午 前9時03分永H民さ

れました。享年78歳でし

た。先生の偉業を偲び謹

んで哀悼の意 を表 しま

す。

裕 (昭28原動)

さて、このたび多賀工業会東京支部から 「槌

田先生の思い出」を執筆してほしいとのご依頼

があり、僣越ながらお引き受けすることに致し

ました。

槌田先生が茨城大学から成険大学の教授に迎

えられ、工学部長から名誉教授になられた後で

も茨城大学時代の大学関係者や、かつての教え

子たちとの親しい関係は、今も続いていると伺

っております。今後もその想いは懐かしく語 り

継がれて行 くことでしよう。

国内外の工業教育に貢献 した功績 により

正五位勲二等瑞宝章を受賞

先生は工業教育になみならぬ尽力と

れ、国内のみならず海外においても多

た人材を世に送 り出されました。そ

の功績により、平成14年2月15日正

五位勲三等瑞宝章の叙勲 を受けら

れましたことは、私 どもにとつて

も大 きな喜びであ り、ご同慶にた

えない次第であ ります。

先生はいつ も学生の良き相談相

手であ り、良き友であ り、裸のつ

き合いをしていただきました。庶

民的でつねに臨 り高がること無 く、しかも成

厳があり穏やかな説得力があって、前向きの

考えをお持ちの方でした。私達が社会人にな

った後でも多賀工業会、各学年の同窓会や会

合、旅行等に時には奥様ご同伴でよくご出席

頂き、愉 しい想い出を作って頂きました。も

ちろんよく喧嘩もしましたが、いつの間にか

仲間が増えていつたようです。

なぜ に人は先生を囲むのか、その引 きつけ

て放 さない魅力、求心力の強さの秘密は何処

にあるのか、未熟者の私には計 り兼ねますが

葬儀には中野区上高田にある広い高徳寺境内

を埋め尽 くすほどの多数の人々が参列 され、

あ りし日の師を18び、別れを惜 しんでおられ

る姿が印象的で した。卒業後の先生 との触れ

あいの機会は実に数多 く多彩なものがあ りま

す。その中でもとりわけ私の記憶 に今だ鮮や

かに残っている幾つかの思い出について述ベ

てみたいと存 じます。

1 旅 行の思 い出

○先生がネパールの トリブヴアン大学にお勤め

の際、工学部1期生の同窓会、二八会の有志と

家族13名のほか、関係者2名、総員15名で先

生のご厚志によリネパ
ールを訪問した時のこ

と。首都カ トマンズからポカラ市に移動 し、

翌朝早 くノーダラ峠に登 り、そこから茜色に

輝 くヒマラヤの峻峰、マチヤプチヤレを仰ぎ

見た瞬間、自然の持つ筆舌に尽 くし難い美 し

さと荘巌さにただただフ亡セ 奪われてしまいま

した。そうしてこの峠近 くに住む人々は、実

に自然と一体となった生活を営んでいるよう

に見受けました。先生は技術革新もさること

ながら、自然と人間との調和が如何に大事か、

また、愉 しいものかを無言で教えて下さつた

ように思います。大切な自然を守る

ために、人のフはヽの豊かさが
一層求め

られる今回この頃ではないでしよう

か。帰途、お釈迦様の誕生地、ルン

ビニの遺跡を訪問した時の情景もフじ、

に残っいます。

①成険大学時代、先生のご指導で創

設された群馬県吾妻村の吾妻共字舎

が林間の広い敷地に建っていて、近 くの渓流

沿いの温泉に入浴後、ジユネ
ーブの国連事務

所から休暇を利用 して駆けつけた女性たち、

オース トラリアから牛肉販売で来 日した商社

マン、地元の人達など大勢集まってわいわい

監 ぎながらバーベキユ
ーを愉 しみました。ワ

イ ドな交流の輪が広が り、時の経つのも忘れ

させた一夜のイベ ントでした。先生は既成の

貢献をさ

くの優れ

槌田先生
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教育の殻からはみ出して無理のない自然の形

で、忘れ去られた人間の精神的な教育を本来

の姿に戻らせようとされたのではないでしょ

うか。

①伊豆修善寺にある奥様のご親戚、日本画家の

創始者川端画伯の由緒ある別荘にお招き頂い

たとき、廊下の先に孟宗竹に囲まれた露天風

呂があり、身体を沈めると湯が溢れ出て夢心

地に誘われた。釣 り仲間が近 くの狩野川で釣

った鮎を庭で塩焼きにした。鮎の焼ける香し

いかおり、竹林を通して聞こえてくる渓流の

音色に誘われて、心地よく先生とお酒を酌み

交わしたひとときが忘れられません。

2.宴 会 の思 い出

○歯の弱い先生はなんといっても骸雛や鰻が大

好物で、水戸市や都内の絃嫌鍋屋を探 し求め

たり、千葉県や埼玉県の鰻屋、例えば浦和市

にある和風庭園の小嶋屋へは二度位お供した

覚えがあります。鰻の蒲焼きを先生は美味 し

そうに召し上がっていらっしゃった姿が目に

浮かびます。

①平成12年荻雀の料亭 「魚耕Jで 二八会幹事会

の忘年会が終った後、先生はふらつき乍ら焼

鳥屋へ行こうと言い出された。これ以 Lの飲

酒は健康上良くないと思い、お引きとめして

バス停までお見送 りした。この頃から先生は

人分お体が弱っていらっしゃるなと感じました。

3.晩 年の思 い出

○志村坂上にある病院の個室の入り口で奥様に

お会いし原動科の幹手三人がベツトに近づき、

お見舞いと二人公の那須塩原行きに奥様が先

生の名代で出席 して頂いたお礼を申しLげる

と、先生は上十身を起こさてかすかな声でな

にか嬉 しそうにおつしやつて握手された後、

すぐ横になられた。小太 りで最近まで向色も

良かった先生でしたが平成13年11月13日の火

曜日が最後のお見舞いとなってしまいました。

①先生から頂いたグイ呑みの盃で酒を飲む度に

懐かしい思い出に浸 ります。先生にもっと長

生きして欲 しかった、そう思うのは私だけで

はないでしょっ。

ご冥福 を心 か らお祈 り します

ここに先生のご冥福を祈 り、併せてご家族

ご親族の方々のご健康とご多幸を″亡、から願っ

てやみません。

なお、ここに資料やご意見を頂きました宇

都宮大学の秋山教授はじめ、関係者の皆様に

厚 くお礼中し上げます。

(平成十四年梅花の候)
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覚 えて い る方 はお教 え くだ さい
近江 義 勝 (昭28電気)

♪新迪遥歌

1 今 ほのぼのと暁の

晶うすらげば   空 の幸
忽ち満ちて彼方 より
光の影は踊 り出ぬ

2 丘 の卓原 来 い来て

尽きせぬ青春の夢多 し
友の眸に涙あ り
千が踏む足に力湧 く

以上は多分町し洋森10周年記合に寮生が作詞作曲

したものと思われます。

《連絡先》

〒1130032 東京都文京区弥■2-8-6

近江 義勝  TEL 03-3811-7088 FAX 03-3811-3411
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スコットランドの思い出
佐々木 秀朗 (昭54機械)

大学卒業後、ジェット

エンジン供l係の設計 ・開

発に携わつて平や20余年

を経 過 。長年従事 した

15 0 - 1 8 0席 クラス民 間

旅客機用エ ンジ ンの設

計 ・開発を経て、現在の

官用エ ンジンの研究開発

に関わ り始めて3年、会

社生活 にどつぶ りと浸 っ

ている今日この頃です。ここでは、遡ること7

年ほど前、仕事の都合で1年十ほど過ごしたス

コットランド生i舌の思い出をお話 ししたいと

思います。

英 ロール ス ロイス社 の工場跡 地 に

私たち家族が住んでいた町は、英国スコット

ランド両部の都市グラスゴーから南束に20k m

離れたイース トキルブライト (=E K )と いう

人日7万人ほどの町で、私の仕事場であるエン

ジンの共同開発パー トナーの1つ、ロールスロ

イス社の設計事務所/開 発エンジン組立工場

があつた所です。 (その後、当地|【の民間エン

ジン開発部門は閉鎖され、イングランドのダ
ービー地区へ集約。)

この町には80年代後半、サ ッチヤー政権下

で企業の誘致を積極的に実施したこともあり、

日本の電気関連企業 (日本ビクター、パナソ

ニック、富士電機等)が 進出。また、町の受

入体制 もしっか りしていて、庁舎には、日本

人向けの娯楽室兼会議室が設けられており、現

地在住の日本人女性スタッフも常駐。不要の

図書 ・ビデオの収集と貸出や各種催 しの企画

など、同スタッフの方にこまめに対応 して頂

き、数世帝 しかいない H本 人社会では、本当

に頼 りになる存在で した。企業誘致の優遇策

の一環 とはいえ、その後、イングランドで過

ごした1年半ほどと比べても、EKで は日本人駐

在員はかなり優遇されたと実感 した次第です。

何万人もの日本人が在住 しているイングラン

ドに対 し、人間の数より手の数の方が多いと

のジョークがでるほどのスコットランドで、も

ともと日本人在住者も少ないことから対応出

来ているという面があることも事実ですが・・・。

一 日に四季 が経 験 で きる気候

当地の気候は、経度が高いこともあり、冬は

長 く、朝の8時過ぎにやつと明るくなり、15時

過 ぎには暗 くなる目が続 きます。また、
一口

中雲が壬れ込め、lHで 四季を経験するという

ほどで、占日が差 したかと思うと、
一転曇 り

出 し、横殴 りの雨が降 り出し、そのうち雪が

飛んで くるというのが
一 日何回か繰 り返 しま

す。このように長い冬をひたすら耐えること

が、スコットランド人同有の忍耐強さにも現

れているのではと思われます。気候的に良い

のは、5月～8月で、冬が開けて春はあっとい

う間に過 ぎ、 ‐気に夏を迎えます。夏時間に

なることもあ り、夜は10時過ぎでも明るさが

残 り、夕食後の散歩なり、 ド ライブも可能と

なります。

なだらかな丘陵の続 くイングランドの景色と

は異なり、スコットランド北部のハイランド

地方の山谷は雄大で
一児に値 します。

時々、現地の仕事仲間とパブで飲むころがあ

りましたが、彼 らは家族、趣味等々で、ビ
ー

ル中ジヨッキ程度のコップ3杯ほどで、延々と

4時間以 には話 します。本当に話好きで、これ

は、イングランドに杉って、同地の人間と飲

んだ時も同様です=ス コ ノトランドプ、とイン

グランド人とは、ことある毎に人種が異なる

として、何かと議論 し合いますが、私の見る

限 り、パブでの行動パタ
ーンは基本的に

一緒

です。

日本に戻って5年余 りが過ぎ、これらの仲間

とは、カー ド、Eメール等のやり取 りに留まっ

ていますが、いつか再会をと考えています。

藤田氏がデミング賞本賞を受賞

平成13年10月10日、日本科学技術連盟 (井田勝

久理事長)よ り、全社的品質管理 (TQM)活 動の

発展や普及に貢献した経営者らに贈られるデミン

グ賞本賞の2001年度受賞者に藤田史郎氏 (昭28電

気)が ,垂ばれ、11月13日経同連会館で受賞した。

受賞の理由は、藤日氏が28年に電々公社に入社

して以来、NTT並 びにNTTデ
ータにおいて、わが

国品質管理界発展のため、長年多岐にわたり尽力

された結果であり、茨城大学工業部卒業の我々に

とりましても誠にご同慶の至りであります。

この受賞祝賀会は、平成14年2月5日、帝国ホテ

ルにQC界 およびNTTの 方々約350名が集まり、盛

人に行われました。 (近江義勝 ・28電気)
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明日はないさ
藤 田

一 日が終 わって就寝

の床 に就 く。毎 日のこ

とだが、 この頃 とみに

寝つ きが悪 くなった。

床 に就 きなが らいつ も

のように、今夜 も不吉

な予感 に捕われる。明

日の朝 になって、本当

に生 きているのだなあ。

史郎 (昭28電気)

私 ももう72歳 。同僚や友人か らは常 日頃

「若 く見える。どう見ても60代前半だ。Jな ん

てお世辞いわれて、まんざらでもない口々を

送っていても、やっぱり歳は争えない。あと

何歳まで生 きられるのだろうか。そんなこと

がふと頭をよぎる日々が多 くなってきた。

考えさせられる「生きていたことの意味」

そんな頃に無二の親友が亡 くなった。遺族

か ら友人代表 としての弔辞 を読むことを要請

された。そのことが、今 まで気 にも留めなか

った
“
生 きることについての意味

"を
深 く考

えさせ られるきっかけを与えて くれたようだ。

弔辞文案 を考えていて誰だか忘れたが
“
死 し

て美田を残 さず
"を
述べ た明治の元勲の言葉

が思い出された。その友人は家 も土地 も趣味

の盆栽 も全て売 り払い、奥様 には買い換 えた

マ ンシ ョンのみを残 したようにも思われた。

弔辞 をしたためなが ら、ふ と彼の
一生は何だ

ったんだろうと考えさせ られた。その時、
“
死

して美田を残 さず
"の
格言 を重ね合わせて、

彼の生 き様 は、私たちに尊い ものを残 してい

ることに気づか された。
“
生 きていたことの意味

"。
それは親族や友

人や社会の人々に、彼の人とな りや誠実な花、

その ものを、それ らの人々の心 に刻み、永遠

に思いを残 していることなのではないか と思

う。具形化 した財産や有形の価値 より、はる

かに大切 なことだと思 う。彼はまさに、そ う

いう生 き方 を実現 した立派な生涯であったと

思 う。

このことを明口に期待するものではない。

私自身に当てはめた時、人様にまた社会の中

に、今までいったい何を残してきたのだろか。

自己の生きることの喜びと自然社会

との共生の中に自分を置 くこと

振り返ると、私には青春といわれる甘美な

時代はなかった。それだけに、今にして青春

時代の環境 を吸収 しようとい う焦 りの ような

ものがあ り。やれ、コンサ
ー トだ、やれオペ

ラや演劇だ、あるいは文字など、ゴルフの帰

りの時間 まで もそれに充てようとしている。

それはそれで立派なのか もしれなが、
一見充

実 しているように見える毎 日で も、何か生命

の充実感 を味わえないでいる。その他考えて

みると、熱中で きる特号Uな趣味があるわけで

もない。 こんな平凡な生活は私だけではない

だろう。そう割 り切 ってはみても、そのこと

が私 にとつて何の慰めにもならない.所 計 、

音楽だ文学だ演劇だといつたところで、自己

のみの生活充実のためなのではないだろうか。

もちろん自己の内外的教養 を高めることは決

して軽視得るものではな く、極めて大切なこ

とはい うまで もない。 このことは、多分 自己

の生 きることの喜びなのであろう。そのこと

を否定するものではない。ただ、言いたいの

は、それに浸ることだけが人生生 きて きたこ

との意味なのだろうが。人間は1人で生 きるも

のではな く、人々は自然社会 との共生の中に

自分を置 くことが大切であろう。

生きるとは社会のために

明日ではなく今 日全力を尽 くすこと

最近童話で
“
茉っぱのフレデイ

"と いう本

が見直 されている。その中で感動する言葉が

あったことが忘れ られない。 フレデ イは次の

ように言つている。「僕は春から冬までの間、

本当に良く働いたし、よく遊んだね。まわり

には月や太陽や星がいた。雨や風 もいや.人

間に木陰を作った り、秋には鮮やかに紅葉 し

て、みんなの円を楽 しませた りもしたよね。

それはどんなに楽 しみだつたことだろう。そ

れはどんなに幸せだったことだろう。Jそ れに

〈7〉



対 して、年上のダニエルは次のように教えて

いる。「世界は変化 し続けているんだ。変化 し

なものはひとつもないんだよ。春が来て夏が

米て秋になる。茉っぱは緑から紅茉 して、故

る…死ぬというのも変わることのひとつなの

だよ…。いつかは死ぬさ、でも
“
命
"は
永遠

に生きているのだよ。J枯 れ葉のフレデイは雪

が解けて水に況 じり、土に解け込んで木を育

てる力になる。まさに、これが循環型の大自

然の摂理なのだろう。

よく世のため人のため と言われているが、

人自然の大湖流の中で私は今生 きている身と

して、何をすれば良いのだろうか。その答え

が童話にすぎない。
“
茉っぱのフレデイ

"の
中

に描かれているように思える。私の行いが、

そ して私の生 き様のい くつかが、この世の中

で親族や友人に、そして社会の人々の中に亥J

み込まれ、受け継がれてい くような人々こそ

が大事であり、残されたわずかな年月の中で、

そのことを燃焼させたいと思っている。
“
iき たらば、ただこれ生。減たらば、これ

減に向かいて掴むべ し。死を厭うことなかれ。

生を願うことなかれ
".―
道元―

―明□はないさ一

社会のために明日つ くすのではなくて、今

日全力をサミくすことだ。

私 は昭和 37年 に機械

工学科 を卒業 して以来、

日本 の高度経済成長時

代 を企業社 会
一筋 に過

ご して きま した。誰 し

も引退後 はいず れ生涯

を終 える地域社 会 に溶

け込 んでゆ きたい と思

っていることでしょう。 しかし、男性の場合、

私のように地域社会と関わりを持たずに過ご

してきた者にとっては、引退 したからといっ

て簡単には地域社会に溶け込めない人も結構

多いのではないで しょうか。そこで、私は何

地域社会のパソコン・ボランティアに参加して
小 池  健

一
(昭37機械 )

か自然な形で出来ることがないかと、市の社

会福祉協議会を経て教育委員会を訪ね、市内

中学校のパソコン授業の補助に参加するよう

になりました。また、その延長上で身体障害

者福祉センターのパソコン ・ボランテイアや

市民IT講習会のアシスタントにも参加するよ

うになりました。

今、中学校の情報基礎教育のカリキュラム

は、現在のマルチメデイア時代 を反映 して、

コンピュータ絵画 ・山i像、コンピュ
ータ音楽

作曲、インターネットによる学習資料の検索

調査、ホームページの作成など、多岐にわた

ってお ります。中学校の情報基礎教育の授業

埼玉県展

題 「収穫」

(写真の部)に 入選

鈴木 日出男 (昭30原動)

この写真 は、

昨年ネパールの

カ トマンズ近郊

コウナ村で、H

月12日に
ム
瞬の

シャッターチ ヤ |

ンスを捕えて撮

影したもの。

斎田和夫 (昭28機械)さ んのご指導により激戦

の写真部Plで入選した。

花物語写真展への出展作品

題 「神がみの座と共演」

この写真は、昨年11月lHより10日まで、エベレ

ス トの近 くまで ト

レッキングした時

の帰 り道、バクテ

ン村よリクスク ・

カングルヒマール

(標高6,369m)と

名花のパリージヤ

を撮影 したもの。



現場 に接 して見て、 どこの職場で も見 られる

ような一般的事務処理 ソフ トの活用、昔流 に

いえば、いわゆる読み書 きソロバ ンの領域 よ

りも、時代の流れを受け止めているように感

じます。

卒業選択課題のホームページ作成では、オ
ーデ イオCDや デジタルビデオの動両など、大

容量 メデ イアを取 り込む生徒 もお ります。 ま

た、コンピュータ環境の面で も最近、8 M b p s

のブロー ドバ ン ドが導入され、 さらにパソコ

ンの更新が予定 されていて、今後は容量サ イ

ズなど問題 にせずに課題テーマに取 り組んで

ゆ くようになることと思います。

中学校の教育には若い世代の指導者が必要

ここに中学校の授業現場 に接 して きて、私

な りの感想の
本
断面 を下記に記 してみます。

よく 「教育 とは生徒の個性、資質をり|き出

して、それを伸ば してやることである」など

といわれます。確かに中学校の教育現場 に接

してみて、生徒それぞれが、特定の好みへの

拘 り、好 きなことへの執着、 自由奔放な感覚

など、個性が発露 されていることを感 じます.

全体詞和や安全性への思考 というものは高齢

者の保守性の匂いがするもので、バランス感

覚に秀でた人間か らは、天才や優れた創造性

は生 まれないということで しょう。

また、怖い もの知 らずで未知のことに取 り

組む自由奔放な中学生 に、私 などはなかなか

迫従で きない感 じを抱 くことがあ ります。 し

か し、 こう した進取の気性 を

肯定 してゆかない と飛躍 はな

い とい っことで しょっ。そ し

て、いろいろな失敗 の経験 も

若い人の成長のため には、貴

重な財 産 として必要である と

いうことか もしれません。

私などは高齢者への対応の方

が同質的で楽であ り、中学生

の教育現場 に接 してみて、若

い人達へ の対応 にはやは り若

い世代 の指導者でない と限界

があるとよく感 じます。

あって、音段 は青少年 と接することのない世

代が ます ます増えて きていると思います。そ

うした中で、中学校の教育の場 に世代 を超え

て参加 して、力不足に悩 まされなが らも、変

化 してゆ く現代社会の
^瑞に触れている思い

を感 じてお ります。

高齢 者 は時代 の変化 に追 従 むつ か しい

教育の世界以外の社会
一般に日を向けてみる

と、今の若い人達は誰でもパソコンを使いこな

していると思いますが、難 しいのはやはり激 し

い時代の変化に追従できなくなってきているお

年寄 りの方や、社会との繁が りが薄れてきてい

る高齢者ではないかと思います。

平成13年度の政府特例補正予算で全国の市町

村で展開された市民IT講習会は、このような高

齢者や初フは、者を対象に、国民誰 もが現在のイン

ターネットや電子メールの思恵を受けられるよ

うにと、パソコンの取扱いの基礎習得に主眼が

おかれてお ります。従って、パソコン ・スクー

ルのようなビジネスの技能取得を日的としたも

のではないと受け止めてお ります。

以 L、 私のパ ソコン ・ボランテ イアの概況

は地域社会の風土紹介 と合わせて、私のホー

ムページにもあ りますので、関心のある方は

ご覧下 さい。ただ、私のホームベージは企業

や団体のように情幸R発信 を目的 とした もので

はな く、一個人の記録作品の ようになって、

いつ も変わ り映えのないものです。

URL:httpi〃www5a biglobc ncjpんkoike/Renichi力ndeX htm

一
方、現在の急速に進む少子高齢化社会に

〈9〉
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じじバカ孫の成長雑感あれこれ

早いもので会社の仕事

から解放されて5年 にな

る。1～2年目くらいまで

はまだまだ何か出来ると

思っているうち当初母の

介護など雑用であったと

いう間に時間が経ってし

まった。今母は完全看護

の病院に入っているが出来るだけ食事の介護に

は出かけるよう″亡、がけている。

何を書いたらよいのか迷うところだが、身近

な孫のことなどについて雑感を述べてみたい。

高3年 を頭に3人 の孫の成長が楽 しみ

娘は大学を卒業した翌日に結婚した。最初結

婚の話を聞いたときあまりにも急なためどう対

応したらよいのか戸惑った。現在、娘の家族は

名古屋に住んでいて外孫が3人いる.今 年度

(20 0 2年度)に は
一番 日が女子で高校3年生

(長女)、次が男子の高校1年生 (長男)で 、最

後が女子の小学6年生 (次女)に なる。いまや

その3人の孫の成長とともに大変楽しい時を過

ごさせてもらって感謝 している。孫たちは、遠

方にいるので何かイベントがないとなかなか合

う機会がない。息子もすでに結婚しているがま

だ子供はいない。ビクタ
ー (ゴールデンレトリ

バー6歳)が 唯一の長男で同居 している。大変

大きく風貌 も立派で賢 く■人の命令は良 く聞

く、おとなしい子だ。

われわれの子育て時代 とは大 きく

変わってきている

娘の家族が新潟にいて長女がまだ小さい頃の

こと、その長女が喘烏、もちだったので体を鍛え

るためバ レエを4歳から小学6年生 くらいまで

習わせていた。新潟は、対岸のロシアと近いせ

いかバレエが盛んなようだった。長女がバレエ

を習つて1年位経った頃、東京の我が家に家族

で遊びにきた。そのとき娘が突然何かバレエの

國井 榮次 (昭32年機械)

レコー ドあるの !と言ったのでどうしてと問い

た。そして初めて孫がバレエを習ってぃること

を知 り、まさに
“
びつくり

"で
あつた。バレエ

は良家のお嬢さんが習うものと思い込んでいた

われわれの ■育て時代と、娘たちの子育て時代

とは何か大 きく変わって来ているように感 じ

た。バレエがここまで
一般的になっているとは

まったくの認識不足であった。ともかく、チヤ

イコフスキーのバレエ組曲 「くるみ争」り人形J

をレコー ドプレーヤーにかけたら出にあわせ5

歳の長女が踊 り始めた。バレエシュ
ーズをはい

ていなっかたが、それらしく品をつけて踊 りだ

したら今度は、3歳の長男がお姉ちゃんにあわ

せるようにアドリブで上手に踊 り出した。本当

に素晴らしい 1ま さか男の子が踊るとは
“
二度

びっくり
"し
た。ビデオカメラを回すのも無我

夢中であつた。まさに晴天の扉庭だつた。それ

から我が家に来るたびにリクエス トに応えてべ

アでバレエを踊 り、われわれじじ ,ばばを楽し

ませてくれた。そのうち孫のバレエの発表会の

知らせを聞き新潟まで足を運ぶようになった。

小さな子供がみんなで綺麗に見事なバレエを見

せてくれる度に大きな拍手を送った。われわれ

の時代には考えられない出来事だった。幸せい

っぱいを感 じ取った。

孫の持つ能力を引き出 してや りたい

数年後名古屋に移ってからも、長女はピアノ

を、次女もお姉ちゃんに続きバレエを習うよう

になり、長男もサッカーのほかヴアイオリンを

習い始めていた。孫がだんだん成長するにつ

れ、それぞれ自分の能力を発揮させるべ く娘夫

婦が努力しているのを大変誇 りに思うようにな

った。そのうち次女が韓lIBの若いハンナ
・チヤ

ンのチェロ演奏を聞きフアンになってしまい、

とうとうチェロを習うようになった。そのため

今度は長女のピアノ発表会、長男のヴアイオリ

ンの発表会、次女のバレエの発表会、チェロの

発表会と何度も名古屋に出かけ、その出来栄え

と孫たちの成長振 りを確かめることの出来る機

〈10〉



会を与えられ感謝の念でいっぱいだ。そして今

では長男は一人前に成長 し、大人用の私のヴア

イオリンを使っている。次女 もチェロを同じよ

うにすこし大 きいのに替えている。

孫 たち とヴァイオ リン ・ア ンサ ンブル を

私 も学生のときにヴァイオリンレッスンを受

けていたので、卒業後 も続けようと思っていた

ところ、幸い入社 した横河電機の近 くにおいで

のヴアイオリンの先生 (三膚 市管弦楽団指揮

者)か ら教授 していただくことが出来、その後

先生の楽団に約30年お世話 になった。それか

ら回分寺フイルハーモニー管弦楽回に最近まで

所属 していた。そのせいか孫たちが楽器を習っ

ているのを見ていると、自分のことのように嬉

しく思い、家族で何かアンサンブルが出来たら

いいなと思っている。特 に関係はないが 1999

年パガニーニコンクールで第
一位に入賞 した国

分寺出身のヴアイオリエス ト庄古1秒矢否 さん

は、私の先生の娘さん (前二膚市管弦楽団コン

サー トマスターで友人)が 、5歳 か ら小学5年

生までヴァイオリンレッスンを授けたことを知

り、大変驚 くとともに国分手住民 としても誇 り

に思つている.

西野 '黒 木 先生 か ら

スキーの手 ほ どきを受 ける

ここ数年は年末に2～3'白の妙高高原スキー場

に出かけて行 き、名古屋の家族 とその友達の家

族約20～ 30名が冬のロ ッジ合宿で炊事当番 を

分担 しながらスキーを楽 しんでいる。そして孫

とその友達が私の生徒 として年々_L手にな り、

いまではパラレルクリスチャエアもこなせるほ

ど上達 し、特に彼 らのお父さんお母さんから驚

かれた りして、私自身も子供たちから沢山の元

気をもらっている。アフタースキーも孫たちグ

ループと一緒になって遊んでいる。

実はこのスキーが好 きになったのは、同期の

石橋、潮田両君との卒業研究論文完了を記念 し

て西野先生、黒木先生 とご一緒に蔵エスキー場

へ連れて行つていただいたお陰なのです。横河

電機でもスキーが盛んで、入社 した冬からスキ

ーに出かけた。そのころスキー映画
“
黒い稲

安
"の
トニーザイラーの滑降に魅了され、先輩

の指導もあり、若いうちに会日本スキー連盟の

1級検定に合格することが出来た。当時は指導

員も少なかったので、交通公社の補助指導員と

して何回かスキーツアーに参加 したこともあっ

た。今でもまだ元気に若者に伍 してスキーが出

来るのだと思うと西野先生、黒木先生には感訪十

でいっぱいです。

今 は地域 に密着 したボランテ ィア活動中

いま現在は、|ヨ分寺市の地域に密着 した活動

をして何かと忙 しく過ごしている。公務として

の公民館運営審議会、市防災会推進委員事務

局、地域社会の自治防災会、国分寺市防災
一七

会 (市民防災まちづ くり学校17期生の会)、農

業体験講座での農作業、その他趣味のサークル

などで落ち若 く暇もない。また最近は老人施設

などでボランティアとして入所者と一緒に愛唱

名歌を歌ったり、歌にあわせて体を動かしたり

して楽 し″むことも始めている.

ひそかに期待 している

四代の女ねずみ年生れの曾孫

終わ りに、ひとこと。横河メディカル時代に

社内ギネスブックを開設 した。そのとき特別に

採用 していただいたものに我が家に二代続いて

いる
“
女ねずみ

"が
いた。妻一娘一孫だ (いず

れ も24歳離れている)。今 ひそかに期待 してい

るのは、その孫が結婚 して、丁度タイミングよ

く
“
ねずみ年

"の
子が生 まれて来ることだ。特

に女の子なら安
―娘―孫一官孫四代続 きの女ね

ずみ家系が出来上が り、世界のギネスブックの

記録になるか もしれないとわ くわ くして くる。

こんなたわいもない夢を見ながら筆を置くこと

にする。
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資源と環境
照 沼

公務員として

通産省に入省

私が卒業 した昭和29

(1954)年 は、景気の悪

い年で、求人が少なかっ

た。たまたま試験に合格

していたので公務員にな

って しまったのである。

清 (昭29金属)

私は、旧 ・通商産業省 ・工業技術院 ・資源技術

試験所に入所 し、非鉄金属の選鉱 ・裂錬関係の

部に入った。その後、公害関係の部に移 り、さ

らに所の研究管理を行う企画室を経て、石炭関

係の部に移った。研究所の部課は専門性が強い

ので、部間の移動は多くない。■つ部を移動 し

たのは、私を含めて3人である。なお、資源技

術試験所は、その後、公害資源研究所、さらに

資源環境技術総合研究所と名称を変更し、現在

は独立行政法人の産業技術総合研究所に組み込

まれている。資源の利用には常に環境、公害の

問題が関係するために、組織や研究内容も時代

に対応して変化してきたのである。

産業公害防止のため沿岸水域の

生態系の研究に参画

戦後、経済の発展とともに、日本の各地で沿岸

の埋め立て等で臨海工業地常が開発され、生産活

動が活発化するにつれて、大気汚染物質や水質汚

濁物質による被害がひどくなり、公害防ILが法制

化された。さらに、大規模な工業開発が進められ

ている地域に関して、被害を木然に防1にするため

に。産業公害総合事前調査が通産省により昭和

40(1965)年 から実施された。これは現地調査

により必要なデータを所得し、これを用いて模型

実験と拡散理論計算を行って将来の汚染を予測

し、問題がiじ ないようにすることを日的とし

た。これには公害資源研究所公害第1部の第1諜

が大気、第2課が水質をそれぞれ壮1当した。発足

当時は、現地調査用の計淑J器の調達にも苦労し、

さらに研究員自らが調査観測を行い、相当な労働

だった。私が公害第1部第2言果に移ったのは1978

年であり、既に調査を委託できる民間企業も存在

していたので、私は事前調査には係わらず、沿岸

水域の生態系の研究に参画した。

石炭・石油の大量利用で日本経済が成長

日本は無資源国といわれる。この場合の資源

とは、エネルギー資源や鉱物資源を指 している

と思う。しかし資源は広い意味に使用され、国

11資源、人的資源、などという。過去の戦争の

多くは、卜liも 含めて、資源の獲得を目的とし

ていた。大平洋戦争終了 (1945年)後 、日本は

海外からの資源の輸入が禁止された時代があり、

そのため国内資源の活用、特に未使用資源の開

発利用が重視された時代がある。その後、海外

資源の輸入が認められて、石炭よりも使い易く

て、廉価な石油が輸入され、エネルギ
ーの流体

革命が起こつた。そして、1バレル2ドル以 ドの

石油を大量に消費して、日本は経済成長を続け

た、これは無資源日の強みでもあった。国内炭

を豊富に保有する英回は、石油の利用が制限さ

れて、経済成長が遅れたのである。

人間は自然の生態系のハミ出しもの

人間の欲求の第
一は食であ り、次は安全であ

る。これは動物にも当てはまるが、動物はこれを

本能で行い、人間は意識的に行う。実は、意識的

に行うところに問題がイブt在するt自 然界の動物

は、自然の生態系に組み込まれて活動 している

が、人間は自然の生態系の
“ハ ミ出しもの

"に
な

ってしまっている。人類は、樹上生活からサバン

ナに降りて集団で狩りを始めた時代までは、自然

の生態系の中に留まっていた。農業が始まると森

林が切 り開かれて環境の破壊が始まる。乾燥地帝

の経漑農業は、農地をも劣化させる。メソポタミ

アの都市文明は、人間の英知のシンボルである

と、学校の歴史で教えられてきた。これは進歩史

的歴史観での評価であり、反面では環境破壊のモ

ニュメントでもある。文明は環境を消費して減ん

できた。金属を使用するためには、木材資源が必

要になる。特に、木炭梨鉄は広大な森林を消費し

たが、コークス裂鉄が開発されて問題は解決 し

た。技術開発が環境を守った稀な例である。

資源を大量に必要とする物質文明は、環境も消

費しているのである。アフリカのある部族は、天

気にブ〕:右されるからと農業を拒否し、木だに狩猟

採収で生活 しているという。1日2～3時間狩猟採

収で家族を養うことが出来、後の時間は好きなこ

とをしているとか。現代の世界的な 批 論は、こ

れを開発援助の必要な貧囚社会と見なすが、彼ら

は、自然環境に関する豊富な知識を持ち、知恵を

使って自然と共生 しているのである。
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人生とは妙にして愉快なもの

坂本 役雄 (昭32機械)

月日の経つのは早いもので、1957年に卒業

してから45年になる。流体力学が苦手だった

小生が、事もあろうに流体力学を基本とした

油圧の道に入り、「アメリカに追いつき追い越

せ」とばかりに、1996年に定年退職するまで

の38年の間は、「組合運動の先頭に立ったりJ、

「中国の合弁会社の技術指導と経営参画で4年

ほど中国に赴任し、価値観の違いから色々な

問題の対応に追われたり」での紆余曲折はあ

ったものの、油圧技術一筋に生きてきた 「ヤ由

圧馬鹿であるJ。その L、定年退職後ではある

が、大学で非常勤講師として教壇に立ち、水

力学を教えるとは、まさに人生とは妙にして

愉快なものである。恩師岡田先生も苦笑いを

されていることと思う。

頭の体操に 「油圧技術書」の執筆活動

定年退職後はダムゲー トの会社で顧問として

,由圧関係の仕事に携わり、非常勤講師を勤め

ながら、頭の体操 とばか りに、貧乏暇なしを

絵に描いたように、ダムゲー ト用油圧装置の

技術的課題などを技術専門雑誌に投稿 したり、

オーム社から昨年発行 した 「これなら分かる

油圧技術/基 礎編 ・応用編 ・トラブルシュー

テング編 (共同執筆)」の原稿書きなどで忙 し

く過ごしてきた。

今年の4月からは、教壇に立つことはなくな

り、少々頭の体操が疎かになりそうであるが、

今年 もオーム社から出版予定の 「油圧 ・空気

圧の回路の作 り方 (仮称)Jの 油圧編の執筆や

ら、油空圧学会への投稿やらで、当分、頭の

体操は続けられそうである。体力 もそろそろ

の年ではあるが、体力が続 き、やれる間は機

会を捉えてやつて行 く積もりである。「人生虚

しく一生を過ごすことなかれ」 と言われるよ

うに、これもまた人生であると思っている。

健康 は旅行で鋭気 を養 なう

貧乏暇無しで無趣味な呆れた奴とお笑いなさ

る方もいると思うが、これでも時間を作って

結構楽 しんではいる。100歳になろうとする親

爺の世話をしながら、地域での健康体操など

でのボランティアに精を出している。「かみさ

佐渡の小木湾で 「たらい舟」に乗る坂本夫婦

ん」と、時には 「かみさん孝行 ?」の旅行を

し、鋭気を養っている。「佐渡での、たらい

船Jの 写真を恥ずかしくもなく設せてみた。

若者へ 「ものつくりの伝統」を継承 したい

さて、昨年の10月から今年の2月まで、もの

つ くり大学から、「中小企業の人材の育成と技

術の伝承に関する調査研究」の調査 を依頼さ

れ、時間を作って会社訪間をし、経営者や若

い技術者約70名 とヒヤリングを行 うことがで

きた。特に若者達の考え方が、我々の時代 と

比較 してどの様に変化 しているのかに関心を

持って臨んだ。

「アメリカに追いつけ追い越せ」 といつた大

きな日標があった我々の時代 とは異なり、日

標が立てにくい現在では、若者の 「ものつ く

り離れ現象」が進んでいるといわれている中

で、現場の若い技術者や技能者はしっか りし

た考えを持って、将来を指向し仕事に対処 し

ている人が多 くいたことには、意外 とも感 じ

られたことである。

マスコミの悪宣伝とは異なり、若者は茶髪で

もしっか りしてお り、技術立国としての日本

はまだ大文夫であるとの確証を得た気がする

し、安堵もした。技術に生きてきた者として、

若者達に日本の 「ものつ くりの伝統」を確実

に継承 して行ってもらいたいと念 じて止まな

い一人である。
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霞ヶ浦湖畔での雑念
菅谷 禎男 (昭42機械)

茨城大学を昭和42年に卒

業して30数年、1年ほど前、

農学部のお隣り上浦市に転

勤してきました。最近では、

土浦での生活に慣れて、事

務所に泊まったウイ
ークデ

ーの朝は2キロほど離れた

霞ヶ浦湖畔の上浦総合公園

へ自転車で行き、そのまま

1.6キロのジョギングコースを6周、その後、ひざに

負担を掛けないよう上の上をほんとにゆつくリジヨ

ギングで1周し、約1時間で事務所に戻る健康的と思

う生活をしています。自転車での周回中は体への負

担が少なく、頭の中に雑念が浮かんでは消えていき

ます。

その雑念から、この環境を私に与えてくれる霞ケ

浦の水質保全について、常陽新聞の記事を参照しつ

つとりあげたいと思います。霞ケ浦は、NHKの 天気

予報図にもくっきりと表されるなど茨城県を代表す

るトレンドマークですが、わが国全体の森林率が

67°Oに対し、茨城県の森林率は県全体で30°oと大阪

府についで低く、さらに霞ケ浦流域の森林率は20%

と極めて低い環境にあります。また、湖の水深が平

均-4Mと 浅く富栄養化しやすい特性があり、水質

保全について多くの問題を抱えています。もっとも、

1970年代後半から80年代を通じてアオコが大発生し、

腐臭が漂つて、霞ケ浦の水質汚濁の象徴といわれた

ような最悪期は過去のこととなりました。

霞 ヶ浦の水質保全 に協 力

21XXl年度の指標を見ると、COD※は西浦で7 6mg/L、

北浦で9 2mg/L、全窒素は西浦で1 0mg/L、北浦で

0 95mg/L、全リンは西浦、北浦ともに0.12mg/Lであ

り、環境基準のCOD3mg/L、 窒素0 40mg/L、リン

0.03m抑 ヨま遠く及ばないのが現状です。それでも、

長ヶ浦の水質は、西浦の悪化傾向にはようやく歯止

めがかかつたとされ、
一方北浦ではこの5年間、

COD、 全窒素、全リンとも悪化し、特にCODは 水質

の測定開始以降、最悪のレベルで推移しています。

遅れのめだつ生活排水対策や養豚が盛んで、畑作農

家も多いといった北浦の流域特性が背景にあり、湖

内へのリンの蓄積進行もあって、「引い甫への流入河

川の水質が、ほぼ横ばいのため、底泥からの溶出も

大きな要因の
一つとしてクローズアップされており、

西浦同様に、底泥しゆんせつが大きな課題にもなっ

ている。」(20011010付)と 指摘されています。

アオコに代わリメタンや環境ホルモンで深刻

「80年代までのCOD値 の季節変化は、夏にアオコ

(ミクロキステイス)が 発生し、CODl宣をワ|きLげ

る一方、冬にはそれも消減し、COD値 も下がると考

えられていた。しかし、92年度を境に、アオコに代

わり、低温、低照度を好み、年間を通じて生きるオ

シラトリアやフオルミジウムカS勢力を伸ばし、アオ

コを席巻して真冬でもCODが 下がらない状況が生ま

れた。」(2001108付)「これまで、植物プランクト

ンの発生を抑えることでCODを 引きFげる努力が図

られてきたが、溶存態CODが COD全 体の4から6割を

占め、霞ケ浦の水そのものが、既に、環境基準を上

回るCOD値 を示す水になていることが明らかになっ

ている。」(2001108付)さ らに、 トリハロメタン問

題、内分泌かく乱物質 (環境ホルモン)問 題と、水

問題は深刻化しています。

この間、「モニタリング調査を続けてきたFtl上交

通省と水資源開発公回は湖岸の植生の中
・長期的な

変化について、西浦では72年 以降85%が 減少、北

浦 `鰐川では82年以降84°0が減少 したと認めた。J

(200191付)と されています。

諸対策 を官民
一
体 となって取 り組 む

このような中で、生活排水対策 (下水道事業)、

植生浄化施設の建設、湖内の浄化対策 (底泥の浚渫

除去)、農業排水の植生浄化 (休耕田、溜池の活用)、

畜産排水処理、養殖漁業の負荷削減、環境にやさし

い農業の普及 (溶出抑制肥料の使用促進)、森林
・

平地林保全、工場 ・事業場対策、霞ケ浦導水事業等、

さまざまな対策がとられています。特に 「底泥凌渫

は全体で4000万立方メ
ー トルのうち800万立方メ

ー

トルを当初計画として、当初計画の7害1の進捗率で

す。」(2002.13付)工 学部出の常か、このような官

民一体の取り組みが続く限り、どの対策を最優先す

るかの問題はありますが、近々良い結果が出ると信

じています。

最後に、専従職員は私
一人の小さい会社ですが、

名刺の裏を紹介して雑念の終わりとします。F弊社

は、高濃度底泥凌渫船 「レイテック1号」のほか、フ

ローター、水上官、沈設管、ゴムスリ
ーブ等を保有

しています。「レイテック1号」は、特許発明の回転

バケット式集泥機による自動凌渫装置のほか、GPS

船位計測システム、運転支援
・監視システムを備え

た最新鋭船です。これらは、霞ケ浦水質浄化対策事

業に役立っています。』※COD(水 中の有桟物を酸化却1で酸化するのに消費される駿烹の量)
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山へのあこがれ
三 本木

私は山が好きで山登 り

をはじめたのは幼少の頃

からである。

去る5月のゴールデンウ

イークに、私の故郷であ

る那須連山を高校時代の

友人と2人で3回目の縦走

を行なった。私は山を登

武 (昭30金属)

る時にいつも考えることがある。

なぜ山に登 りたがるのか

人はなぜ山に登るのか。登りたいのか。これは、

登山という行為を人間が続ける限り、永久に問われ

ることになるだろうと思う。人は未知のものにあこ

がれるからであり、未だ行ったことのない場所、未

踏の場所、そういう場所を、自分の足で踏みたいと

思うし、誰よりも先に立ちたいと思うからだ。

山の頂に恋する気持ちの背景には、そういう人間

の根源的な欲望がある。しかし、山頂がたとえばア

ルプスのように3,CXXllll級以上である場合、そこに立

つことは非常な危険と困難が付きまとう。場所によ

つては死ぬこともある。そういう危険な場所になぜ

人は行こうとするのだろうか。私自身はささやかな

登山 (1,lXXl～2,tXXhll級の山)し かやったことがない

が、ヒマラヤの8,tXXIIn級の本格的な登山をやってい

る友人がいる。

「なぜ山に登るのか」と

「何故生きるのか」は同じこと

彼らにこの話しをしても「なぜなのかなJとはっき
りした答えはかえってこない。「わからないけど、そこ
へ行きたいんだJという。私もその答えを探している

のだが、おそらく、その答えはないのではないか。

最近そう思うようになった。

あつたとしても、人それぞれ個々に違うはずであり、

また違うものでなければならないと思う。それは「な

ぜ山に登るのか」という問いは、
“
何故生きるのか

"と

いう問いと同質であるということではないだろうか。

だから答えを出しようがないということがわかった。

山趣 あふれる三斗小屋温泉に
一
泊

私たちの今回の山金りは、那須の板室温泉入口

からスタートした。体調や年令を考慮して、余裕

をもって歩くことにした。はじめに沼ッ原湿原に

行く。ここでニッコウキスゲ、レンゲツツジ、ザ

ゼンソウなど高山植物の花が咲いている様子を見

てから、昼食をとる。

午後2時頃に沼ッ原を出発、やわらかい春の日差

しを受け、暖かな風を浴び、新緑の芽吹く落葉樹林

の山道を小鳥の鳴く声を聞きながら登って行くと斜

面が開けて、ひざがかくれるほどの熊笹高原に出

る。これをしばらく登ると三斗小屋温泉に着く。

ここには宿屋が2軒 (煙草屋と大黒屋)し かな

い。私たちは前もって予約しておいた煙草屋旅館

に泊まる。那須温泉でも一番奥地にある温泉で、

登山者のベースキャンプとして、山小屋の雰囲気

が十分味わえる宿である。おすすめは高台の露天

風呂で、満天の大パノラマが満喫できることだ。

夜は電気がなく、自家発電のため9時以降はラン

プの明かりだけになる秘境です。夕食は山菜料理

が中フじ、で、一泊2食付7,000円と格安です。ここは

標高1,800mの位置にあり、夜中に気温が急速に低

下するので、布団と毛布が必要だ。すべてがセル

フサービス制である。

山へのあこがれは登頂にある

翌日も晴天で8時半に宿を出発した。熊笹が茂る

雑木林の山道を登り、隠居倉と熊見曽根を経由し、

第一の目的である朝日岳 (1,896m)に登頂した。こ

こでおにぎりの昼食をとる。那須運山の眺めは雄大

で大変素晴しかった。

ここから峰の茶屋まで下り、第二の目的である茶

臼岳 (1,917m)に向って登る。岩石がごろごろ転が

っている急坂を登り、やっと登頂にこぎつけた。こ

の征服感は何物にも換え難いものだ。山へのあこが

れはここにある。頂上からは好天に恵まれ、那須御

用邸をはじめ黒機市街や白河市街、はるか大平洋ま

で見わたすことができた。

ここからは歩き慣れた岩石だらけの出道を下山

し、那須ロープウェイ山頂駅から山麓駅に下りる。

駅前から東野交通バスで黒磯を経由し那須塩原駅に

着く。これで一泊2日の楽しい心体の癒しの山旅

は、無事終了しました。
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平成14年度多賀工業会(本部)総会の報告

去る6月9日 (日)、第27回多賀工業会埼玉支部総

会開催にあわせて 「平成14年度多賀工業会本部総会」
が、さいたま新都心の 「ラフレさいたま」で開催さ

れました。

総会は、舛井理事長および山田、本告、鶴田3副

理事長はじめ渡辺 (東京)、三弊 (千葉)、原田 (埼

玉)、小沼 (栃木)、駒木根 (いわき)、樫村 (日立)、

石橋 (鹿行)、内山 (水戸勝田)、廣木 (中部)、長沼

(中四国)支 部長ほか本 ・支部会員65名、計80名が参

加し、市村稔常任理事の司会で次の通り行われた。

本部総会次第

司会 ・ ・・・・・・・・・市村 稔 (学金41)

開会 ・ ・・・・・・・・・本告光男 (専電22)

理事長あいさつ ・ ・・・・舛井正義 (学電37)

埼玉支部長あいさつ ・ ・・原田昭平 (専機23)

議長選出 ・ ・・・・・・・鶴田浩
一
(学電42)

議題 1名 誉会員の推せん ・・・房u記参照

2.理事及び監事の選出 ・・房U表参照

新理事長あいさつ ・ ・・・村野井徹夫 (学電40)

新役員の紹介 ・ ・・・・・・・・別表参照

閉会 ・ ・・・・・・・・・本告光男 (専電22)

休  憩

講演会 議題=「 大学新時代」

講師=茨城大学

学長 宮 田 武 雄 (学電38)

休  憩

本 ・支部合同懇親会 ・・・司会 石川英二 (学原301

1.名 誉会員の推薦

本会の運営に多大な貢献をいただいた下記の2

名の会員を、名誉会員に推薦いたしました。

本告 光男氏(専通22)前中部支部長、現副理事長

鈴木鐸士氏(学機39)前理事長

2.多 賀工業会新役員  平 成14年6月9日

舛井理事長 あい さつ要 旨

いま大学教育に改革が求められています。工学部

としては、新 しい試み として、SCS(Space

couaboraton Systcm)を導入し、宇都宮大学一福島

大学一茨城大学の間で、また筑波大学―茨城大学の

間で、それぞれ通信衛星を利用した単位互換制度を

スタートさせています。

(順不同 ・敬称略)

名誉会長 工学部長 安 久 正 紘

理事長 村野井 徹 夫 (学電40)

副理事長 本告 光男

(専電22)

渡辺 益男

(専精19)

鶴田 浩一

(学電42)

理 事 (51名) ○印:常任理事

選出支部 新  理  事 備 考

千葉県 ○三弊 正人 専機24

税所 裕 学全28

大和国 武義 学電32

関 西 ○伊東 速水 学化37

及川 紘 学金38

伊勢山 宏 学化40

埼  玉 ○ 原回 昭平 専機23

宮武 浩 専機25

野口 恵伺 学機30

水戸勝田 ○内山 岩男 学電30

小室 敏之 学機30

神部 隆 短電33

静 岡 ○上岡 智 学機35

沼田 誠 専電25

寒風澤 毅 学機41

東 京 ○渡辺 益男 専キ青19

幸道 貞
一 専通22

近江 義勝 学電28

鈴木 日出男 学原30

溝□ 知昭 学機32

鹿  行 ○ 石橋 喜代雄 教電25

竿代 武彦 学機43

サ1浪 英靖 学金43

栃木県 ○′j沼ヽ 新作 学機30

玉木 健三   (教 電24

植竹 一郎 学電41

いわき ○高橋 不二男 教機22

草野 明彦 専機22

小幡 第1 学電35

仙  合 ① 大原 善助 専通22)

矢沢 藤
一 学電28)

渡部 晃 学電39)

中国四国 ①長沼 静 学金38)

野田 正夫 車電25)

高村 正和 学電42)

中 者ほ ○辰木 守雄 学金32)

本告 光男 1専電22)

中原 宗文 学機34)

寺門 行彦 学金39)

九 州 ○ 黒沢 準一 学原28)

金 田 本井
一 学機32)

寺 田 孝雄 学機37)

日立総合 ○樫村 観 1専通23)

川上 和夫 1専機20)

見沢 典雄 専電23)

軍 司 貞   (学 機33)

磯崎 公郎 1学原34)

本  部 ○ 出羽 宏視 学精41 総 務)

塩幡 宏規   (学 精45 会 報)

谷 川 邦夫 1短電45 名 簿)

一立 カ 1短機46 会 計

酵
【

選出支音ほ 新 備  考

千葉県 渡辺 銀市   (短 電35)

齋藤 保夫  (字 化41)
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本年は、東海村に文科省高エネルギ
ー加速器研究

機構 (KEK)と 日本原子力研究所との共同プロジエ

クトとして、中性子線を利用する世界
一高性能の大

強度陽子加速器が設置されるのを機会に、大学院理

工学研究科を改組します。その
一環として 「フロン

テイア21原 子科学専攻Jを 文科省に申請中です。

これによつて期待される研究成果としては、次の

ようなものを考えています。

1.超高密度磁気記録材料の開発

2 高 温超伝導体磁気構造の解明

3.リ チウム電池の解析 ・改良
4 蛋 白質の構造を解析し創薬に役立てる

5.核 変換技術の確立 (放射性物質の変換)

6 素 粒子の研究

会員の皆さんのご支援とご協力により、無事3カ

年間にわたる理事長としての職責をつとめることが

できました。会員はじめ関係各位の皆さんに心から

_お 礼申し上げます。また新任の村野井理事長に対し

ても、私同様のご指導とご協力を賜わりますようお

願い致します。

原田埼玉支部長あいさつ要旨

今回、埼玉支部が本部総会の受け持ち当番となり

ましたので、支部総会と本部総会を一緒に開催する

ことにいたしました。

会場は、本部総会が全国支部から多数の会員が参

加されるので、交通の便がよく、わかり易く、有名

な場所ということで、
一昨年5月にオープンしたさ

いたま新都心 (旧国鉄の大宮操車場跡地)に 新築さ

れた簡易保険総合健康増進センター内の 「ラフレさ

いたまJと しました。この近くにはさいたま 「ス
ー

パーアリーナJが ありますので、時間がありました

ら、話しのタネに見て行かれたらよいと思います。

村野井新理事長あいさつ要旨

このたび、はからずも理事長に選出され、責任の

― 重大さを痛感しております。私は舛井前理事長の後を

引継いで行く積りでありますので、会員の皆様には前

理事長同様のご指導はもちろんのこと、特段のご支援

とご協力を貝易わりますようお願い申し上げます。

私としては多賀工業会会報の充実をはかり、ホ
ー

ムページにアクセスしたら、工学部の様子がすぐわ

かるようにしたいと思っています。また、新時代に

向け、微力ながら工学部の発展に寄与したいと思っ

ておりますのでよろしくお願い致します。

講濃会 「大学新時代」の要旨

講師 茨 城大学 学 長 宮田武雄氏

宮田学長は大学新時代を①大学をとりまく環境の

変化、②大学力、③大学新時代への対応、の3つに

分けて次のように語つた。

①大学をとりまく環境の変化
18才人口減少 (少子化時代)に 伴う大学教育

需給バランスの逆転が想定される。つまり18才

人口が減少するのに、大学が過剰時代になって

くる。
一方で大学評価とアカウンタビリテイが進み、

実力本位時代になる。

必然的に大学 (国立大学)構 造改革の検討 (方

針)が 出てくる (H13年6月)。

②茨城大学の大学力

国立大学の総合性から見て99大学中30位にあ

り、志願者倍率も6倍を堅持、注目される研究実

績も上位、地域貢献や産業貢献への取り組みも

10位に入つている。大学の規模においては、医

学部がないだけで、99大学中24番目に多い学生

の教育を担っている。

③大学新時代への対応

本学の目指す大学像は、「高度の専門的な職業

人を養成する、地域性と総合性を持つ大学Jで

ある。

「高度の専門的な職業人の養成」とは、専門分野

ごとに必要とする専門家の学位レベルが異なる

ごとにきめ細かく対応し、それぞれの分野が必

要とする学士、修士、博士のそれぞれレベルの

人材を、学生と社会の要請に応じて育成するこ

とである。

「地域性Jと は、全国性や国際性を視野に入

れつつ地域の学術文化拠点となることであり、

「総合性Jと は、本学の有する教育研究の総合力

を発揮するという意味である。

むすび

茨城大学は近未来に向けて、存在意義と存在感を

高め、この地域における中核大学として機能し続け

る。そのためには、大学の基本である良い教育
・良

い研究を着実に実行し、実績を積み重ねつつ、その

状況や成果を積極的に発信することに加え、本学の

知恵を結集し、近未来社会における魅力的な大学と

なるための施策を、果敢に推進する、と結んだ。

本部と埼玉支部合同で懇親会

会場を 「ラフレさいたま」4階ホ
ールから3階の 「桜

ホール」に移し、本部と支部合同の懇親会を、石川英

二 (学原30)副 支部長の司会により始めた。

乾杯の音頭は、最年長の林義雄氏 (専原16)が 取

り賑やかに開宴しました。会員同志がお互いに旧交

をあたため合い、歓談し、懇親を深めました。宴た

けなわとなった頃に大学校歌、多賀工専校歌、好し洋

寮の寮歌 ・迪遥歌の合唱が行なわれ、大いに宴が盛

り上がった。

中間あいさつは柳田裕美氏 (専精19)が 行ない、

引き続き中締めを飛田光正氏 (学機35)が 音頭をと

り三 ・三 ・七拍子で締めた後、16時過ぎ石川英二氏

の閉会の辞で無事終了しました。

(編集担当T.S記)
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第2回多賀いちょう会ゴルフ大会

幸 道 貞
一
(昭22通信 )

昨年11月22日に東京支部として、初めてゴルフ

大会を開催し成功裡に終わりました。今年も初夏

の頃を予定しましたが、幹事の個人的事情で伸び

伸びになっていました。いよいよ、年も押し詰ま

った12月12日に決めて10月12日に参加者を募集し

ました。昨年より1組多い16名の申込みがあり、11

月16日に組合せを決めて皆さんに通知しました。

いちょう会の発起人で、名付け親である鈴木日出

男さんが、ネパールから帰国して参加する予定で

したが、家庭の事情で欠場となり残念でした。当

日ま稀に見る好天に恵まれ微風快晴で、会場であ

る小国原城カントリーのコースからの相模湾の海

景色が綺麗でした。優勝は山崎氏 (昭28電)、ベス

グロは白土氏 (昭24機)で 2年連続です。(昨年93、

今回91)。表彰式も懇親会も和気謁々のうちに終わ

り、お互いの親睦を深めることが出来ました。

(参加者16名)

1組 幸 道貞- 22通  石 川英二 30原

兼子八郎 38電

2組 佐 藤喬太郎22機 山 崎恵三 28電

北島正保 39機

3組 難 波靖治 23機  佐 藤 馨  33順

小林章夫 39機

4組 自 土四男 24機  玉 川信二 28電

佐藤幸- 38機

グロス

優 勝  山 崎恵三 (28電気) 93

準優勝 山 口宣之 (35機械) 93

三 位  小 林章夫 (39機械) 96

桜井 衛  38構

山口宣之 35機

大原祥生 38機

田北嵩晴 37電

ハンデ ネ ット

216   714

21 6    71 4

24     72

J ロヽットから承ります。

inl隆③dai‐kyo,p☆nti―GG8ぶp

六冊 E「81j株式会社
〒
二
110-0016

東京都合東区台東2口4口14 TEL/03‐3837‐5291 FAX/03‐3837‐5293
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東京支部囲碁同好会その後の推移

平成12年2月に囲碁同好者4名が集い、棋力向 L

と親陸を計ることを目指し、第1回囲碁大会を開催

して以来、同を重ねるごとに同好者が増え、現在

16名になっております。大会は毎年2・5'8・ H

月の第2土曜日11時開催とし、場所は日本棋院東京

本院としております。対局は点数制を採用し、1局

東京支部囲碁同好会

ごとの勝敗により1点ずつ増減点する方式で、その

点数で段級位を表示しております。その段級位の

基準点は初段を1lo点として、1段級上下するごと

に10点ずつ増減点するシステムです。第91HB大会は

2月9日 (上)に 開催され、14名の参加があり、成

績は下表のとおりでした。

氏名背番号 段級点数 1回戦 2回戦 3回戦 4回戦 5回戦 1勝 /敗
山下正明① 六段163 ②-163 ③●162 ④0163 ⑤0162 ⑥①163 2/2
田口嘉男② 五段153 ①-153 ⑤①154 ⑥①155 ④0154 ③0155 3/1
小室秋生③ 四段146 ④0145 ①①146 ⑤●145 ⑥ ● 144 ②0143 1/4
小室哲夫④ 四段145 ③①163 ⑥0145 ①●144 ②①145 ⑤0144 2//3

照沼 清⑤ 四段140 ⑥①141 ②0140 ③①141 ①0142 ④①143 4/1
関 英 雄⑥ 四段137 ⑤●136 ④①137 ②0136 ③①137 ①●136 2/3
小白井和② 三段128 ⑥●127 ③●126 ⑩0125 ①0124 ②0123 0/5

田崎耕八⑥ 二段122 ②0123 ⑩①124 ③●123 ②0124 00123 3/2

高田丈夫③ 二段121 ⑩①122 ②①123 ③①124 ○0125 ⑭①126 5/0
桜井 衛 ① 二段120 ③0119 ③0118 ②0119 ⑭0120 ①①121 3/2
石川英二① 二段118 ②-118 ○●117 ⑭①l18 ②①l19 ⑩●118 2/2
幸道貞―② 初段113 ①-113 ⑭●112 ⑬①l13 ③0112 ②①l13 2/2

佐藤 馨 ⑬ 1級  99 ⑭①100 ①①101 ②0100 ③● 99 ③0100 3/2

近江義勝① 3孫及 80 ⑬● 79 ②① 80 ①● 79 ①● 78 ③● 77 1/4

(注)一印は対局なし 表 中の段級位は現在の段級位

毎回大会終了後は、会場近 くの料理底で懇親会

を行い、杯を傾けながら楽 しい
一
時を過ごしてお

ります。参加希望者は奮ってご参加下さい。現在

の会員は次のとおりです。

20専機 常木 敏 夫f11段 22専 通 幸道 貞
一初段

28学機 関  英 雄四段 28学 機 小白井和典阿段

28学機 高田 丈 夫二段 28学 電 近江 義 勝 3級

29学金 照沼  清 四段 30学 原 石川 英 工工段

32学電 小室 秋 生llLl段 32学 電 高橋 武 雄二段

32学電 田口 嘉 男五段 32学 電 田崎 耕 八二段

32学電 山 ド 止 明六段 33矢'電 佐藤  馨 1級

36学金 小室 哲 夫四段 40学 化 田中柴太郎四段

(注)段 級位は入会時の段級位

連絡先  〒 1780065練馬区西大泉3-25-10

山下正明 (昭32電気)

TEL・ FAX (03)3922-2143
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平成13年度年会費納入者

16年機 大 矢 純
一

16年機 長 尾 和愛

16年機 森 本  裕

16年原 小 笠原 正視

16年原 小 川 義夫

16年原 林  義 雄

16年電 沢 村 武男

17年機 岡 崎 幸晴

17年機 大 野 三知雄

17年精 足 立 高嶺

17年原 久 米 武男

17年原 渡 辺 幸男

17年原 鏑 木  正

17年原 小 泉 保郎

17年金 飯 島
一昭

17年金 川 合 泰也

17年金 田 辺 良美

17年金 坪 能  進

17年金 依 田 運平

17年電 小 林  幹

17年金 鈴 木  敏

18年機 山 本 栄治

18年機 小 松 宅男

18年機 宮 崎 至誠

18年金 市 島 健男

18年金 山 田 実

18年精 立 枝 茂男

18年精 鈴 木 保光

18年電 関 根 宗
一

18年電 八 角 方二

18年電 北 条 英雄

19年機 大 和国 光徳

19年機 上 屋 彼雄

19年機 平 山 光信

19年原 川 尻 悦三

19年原 栃 木 二郎

19年原 藤 本  勲

19年精 小 泉 正男

19年精 柴  敏 夫

19年精 橋 本 良夫

19年精 柳 田 裕美

19年精 渡 辺 益男

19年精 岡 部 萌生

19年金 大 鷹 浩介

19年電 関 口 利男

19年通 酒 井 忠光

20年機 岡 本 公夫

20年機 吉 成 元伸

20年原 海 老原謙次郎

20年原 友 保 伊弘

20年精 山 田 初太郎

20年金 前 日 直明

20年電 乙 黒 正春

20年電 柴  英 雄

20年電 柴 田 信夫

20年電 竹 内 靖夫

20年電 都 築 久
一

20年電 堀 毛
一彦

20年通 石 坂 陽之助

20年通 山 本 杢兵街

20年金 前 田 英
一

22年金 塩 田 信雄

22年金 沼  鶴 一

22年金 上 居 浩
一

22年電 野 坂 賢司

22年通 幸 道 貞
一

22年通 谷 口 貞作

22年通 中 山 淳二

22年通 平 林 立

22年通 前 田 豊昭

22年通 回 中 徹

22年通 中 村 弘

22年通 石 井 貞雄

22年通 九 川 武志

22年通 今 井 俊夫

22年舶 石 井 清 *

22年原 石 川 義男

22年機 立 花 浩

22年機 富 山 栄

22年機 梅 日 政夫

(平成13年4月 1日

23年機 難 波 靖治

23年機 谷 中 広

23年機 乗  智 成

23年機 向 芝 新市

23年機 照 沼 美知夫

23年原 内 田 昭三

23年原 藤 原 健之輔

23年原 広 田 徳蔵

23年原 名 島 竜雄

23年金 策 田 栄

23年金 山 崎 義
一

23年金 村 山 昭平

23年電 小 林  猛

23年電 塩 野  譲

23年電 保 坂 昭三

23年通 荒 川 宣夫

23年通 大 木 康夫

23年教電 斎回 耕平

23年教電 子野 吉治

24年機 白 土 四男

24年通 戸 木 千し
一

24年通 海 老原 和

24年精 鳥 山 尚利

24年精 平 木 康
一

24年舶 飯 野 二郎

24盗再月白  /1 山ヽ祭   ,ム

24年舶 杉 1山六郎

24年教電 浦井  猛

24年電 白 石 寿男

24年電 前 川 信雄

25年原 忍 田 邦夫

25年精 京 野 五
十

25年電 村 山 錦右

25年電 塩 回 昭三

25年電 高 橋  清

25年機 宮 本 長寛

26年原 渡 邊  貢

26年原 永 山 正美

26年精 関 内  正

26年原 藤 本 史郎

～14年3月31日 まで)

(敬称略、順不同)

26年金 有 賀  久

26年金 葛 目 義郎

26年通 菊 池 玲司

26年舶 井 坂  孝

28年電 藤 田 史郎

28年電 工 川 信二

28年電 稲 見  孝

28年電 中 原 太平

28年電 橋 本 久美

28年電 大 森  通

28年電 近 江 義勝

28年機 小 白井 和典

28年機 坂 場 昭=

28年原 山 口 茂男

28年原 戸 島 日出男

29年機 雨 沢 道雄

29年機 今 村 純
一

29年機 藤 井 俊祐

29年原 大 久保 半吾

29年原 奥 野 真治

29年金 照 沼  清

30年機 松 沢 勝海

30年機 佐 藤 久弥

30年機 田 口 忠夫

30年原 石 川 英二

30年原 鈴 木 日出男

30年電 米 沢  潤

30年電 木 村 好延

30年金 三 本木 武

30年金 黒 沢 正蔵

31年機 新 田 和夫

31年機 横 山 亨夫

31年機 高 橋 義博

31年原 山 崎 慎
一郎

31年電 藤 川 俊明

31年電 葛 西 四郎

31年金 石 川 量大

31年機 川 又 俊夫

32年機 平 沢 正
一

32年機 木 村 倣
一
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】
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どヽ
　
♪ヽ
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３ヽ
　
（３
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♪ヽ
　
上
Ｔ　
上
可　
上
〒　
上
Ｔ　
上
子　
一ヽ
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一ヽ
草　
一ヽ
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満口 知昭

柴田 勇治

小室 秋生

山田 俊男

圏崎 耕八

山下 正明

鳥羽 宏

llW原康夫

矢野 睦男

中谷 清

吉久保 節男

田代 日出夫

山崎 勝雄

飯田 勝ri

佐藤  馨

伊藤 誠二

三浦  陽

藤田 邦男

岩崎 昌三

高野 史雄

森凹 俊夫

結城  祐

山IJ宜 之

星  敏 彦

佐々木 三男

35年化 飛 田

36年機 柏 木

36年機 松 本

36年機 森 永

36年機 林

36年機 笹 生

36年電 岩 橋

36年電 田 尻

36年電 橋 本

36年電 小 宅

36年電 佐 川

37年機 宮 沢

37年機 森

37年電 西 川

37年電 田 北

37年金 橋 本

37年金 篠 原

37年イヒ 「FJ音円

37年化 寺 門

38年機 大 原

38年機 大 原

38年機 駒 場

38年機 三 上

38年機 佐 藤

38年機 牧 山

孝雄

尚

延四郎

隆宏

輝

右

靖雄

仁一

正直

仁

文男

信夫

秀一

正査

宗晴

善巳

康祐

徳治

紘

祥生

債何

方耀

秀彦

孝一

永三

38年化 高 木

38年化 矢 部

38年電 今 橋

38年電 兼 子

38年電 小 林

38年電 広 瀬

38年電 梶 |||

38年電 矢 島

39年機 佐 川

39年機 寛

39年機 小 林

39年機 須 藤

39年機 溝 口

39年機 持 田

39年機 北 島

39年機 和 田

39年電 機 崎

39年電 大 原

39年電 黒 崎

39年化 森 藤

40年機 市 村

40年機 熊 合

40年機 栄 原

40年機 宮 崎

40年機 高 野

二郎  40年 機

功-  40年 電

富美男 40年 金

′(貴に    40盗再井青

渡  40年 化

行
一* 40年 化

国男  42年 機

国男  42年 電

六郎    42年★青

逸男  42年 金

彰夫  42年 子

和英  43年 電

香織  45年 電

幸武  46年 電

正保  47年 精

由紀夫 52年 精

洋子  53年 電

広哉  53年 精

貞之  57年 機

武  平 4年情

英機  平 8年院

通

宏
^

洋和

隆明

菅谷 忠雄

山崎 輝行

松本 二郎

大泉 雅晴

田中 栄太郎

鈴木  勉

菅谷 禎男

浜野 紘一

ドノ村 勇

小園井 健

佐藤 将彦

皆川 誠

永木 利夫

狩野  守

山内  弘

飯淵 敏雄

水島 好彦

中川  寛

小林 裕一

秋山 英機

東  字

合計255名

*印 は5年間の前納者です。

編集後記
世相はデフレ、政治不信、疑惑、リス トラなどで不安だらけのこの頃ですが、会員の皆様方

つご協力により東京支部会報第 5号 を発行することが出来 ました。厚 くお礼 申し上げます。

今回から、新たに 「支部め ぐり」 をシリーズで掲載する企画を立案 し、始めに千葉支部を掲

載 t たヽ しま した。

また東京支部会報の表紙写真は、東京fr jおよび神奈川県の名所 を写真で紹介することとし、

今回は、東京都豊島区果鴨の 「とげぬ き地蔵Jに しました。次回は神奈川県の名所 を予定 し

てお ります。元気の無い世相 を忘れ させ、会貝相互の絆 を強 くする会報 になるよう編集lH当

者一1司努力 して行 きたい と考えてお ります。

編集担当委員
鈴木 日出男 (B宮3 0学原 )

三本木 武 (略 3 0学金 )

山崎 慎
一
郎 (昭31学原 )

満 凹 女日昭 (昭 3 2学機 )

大原 節  ( R宮3 8学機 )

東京支部会報 〔第5号〕

発 行  平 成 14年8月 1日

発行者 渡 辺 益男

東京都豊島|て池袋44 8

(株)渡辺建築事務所内

TE L  0 3 - 3 9 8 7 - 1 9 4 6 (代 )

(21〉



多賀工業会東京支部総会々場

K.K.渡 辺建築事務所
〒171-0014 東京都豊島区池袋4-4-8

TEL 03-3987-1946  FAX 03-3985-3433

代表取締役 渡 辺 益 男 (日宮19専精)

設計 した主な顧客         建 築設計監理

(官庁)   (民 間)          (コ ンサルタント)

東京都庁   本 国技研工業 (株)

各区役所   信 越科学工業 (株)  著 書 工 場建築デザイン

埼玉県庁   日 本 マ タイ (株)     (日 刊i工業新聞社)

川口市等   ト ス テ ム (株)     平 成7年5月出版

その他    そ の他

ご婚礼 ・ご宴会 ・お写真
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東柔ィンペリ刀パレス
半蔵P弓東僚自館公 3265-5111
〒102 - 8 5 2 5東京都千代口区麹町 1-1 2
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弁 理 士 葛 西 四 郎 (大学電気 31年卒)

〒105-0004 東 京都港区新橋 6-6-9 岡 田ビル4階

803-3438-1618 FAX 03-3438-1619

(事業内容) 出 願・審判・半U定・鑑定・訴訟。その他.技術・

法律上の新規・困難な問題にも創造 的に対

処することが出来ます。




